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　■日本の下水道をけん引
　日本下水道事業団（ＪＳ）は、法に基づき設置された全国唯一の下水道の技術者
集団です。昭和（）年の設立当時は、日本全体の下水道普及率も低い状態で
あり、ノウハウや人手が足りない地方自治体の職務を技術力で支援・代行してきま
した。この半世紀で日本の下水処理場の約７割に当たるカ所の建設に携わり、
日本の下水道を実質的にけん引してきました。

　■ソリューションパートナーとして
　ＪＳでは下水道のライフサイクルに合わせて、設備の計画から設計、施工管理、
そして維持管理に至るすべてのフェーズでのサポートを行っています。
　今では全国の下水道施設は概成していますが、一方で老朽化が進んだ施設の改築
・更新が強く求められています。作った当時のノウハウを有するわれわれの力がよ
り一層求められる時代になってきました。
　また、われわれは自治体の「ソリューションパートナー」を標榜しています。地
方公共団体の課題やニーズは老朽化対策だけではなく多様化しており、災害時の支
援や技術開発をはじめ、官民連携、海外水ビジネス展開など、その裾野はますます
広がっています。幅広く事業全体を俯瞰し、地方公共団体とともに初期段階から課
題について考え、サポートすることができる唯一無二の存在といっていいかもしれ
ません。

　■１ＤＡＹ仕事体験や入社後の研修の取組み
　ＪＳの仕事を知ってもらうため、およそ校にＯＢ・ＯＧ訪問を行っているほか、
高専・大学・大学院に在籍している理系学生を対象に、他のインフラ事業との比較
を通じて下水道について理解を深め、過去実際にあったプロジェクトを疑似的に体
感できる「下水道事業を知る１ＤＡＹ仕事体験」を実施しています。今月日には
対面（東京）で、１月９日にはオンラインで行う予定です。
　入社後は戸田市にある研修センターで学んだ後、各部署に配属されます。業務の
根幹である設計・施工管理の部署に配属された後に、適性や希望を鑑みてほかの部
署にジョブローテーションで回ることになります。年度途中には中間研修がありま
すし、研修センターでの研修は自由に参加して学ぶことができます。本社主催、あ
るいは各部署での現場見学会も盛んに行われています。昨年度からはメンター制度
を設けて、同じ課ではない４～５年程度上の先輩職員が後輩職員のさまざまな相談
を受ける体制を整えました。
　新卒の職員に聞いてみたところ「社会貢献がしたいという思いと、公的な仕事に
携わりたいという気持ちからＪＳを志望しました。みなし公務員という安定性はも
ちろんですが、自分が担当している仕事が世の中の役に立っていると考えるとやる
気も出てきます」と話してくれました。

　■自らの暮らしを見つめれば
　日本の下水道は、この年間で国土に遍く整備され、８割以上の普及率を達成し
ました。われわれはそれに真摯に取り組み、文字通り支えてきた組織です。下水道

は事業ごとにそれぞれ特化している企業はありますが、初期段階から計画を立てて、包括的な
業務ができることはＪＳの大きな特徴であり、強みではないかと考えています。
　われわれの仕事は、下水道という人々の暮らしに必要なライフラインを守っていく、世の中
に欠かせないものだと自負しています。人のために役立ちたいと思われる方、われわれと働い
てみませんか。
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　上下水道、そして水に関する書籍が年間を通じて多数発刊されている。それは読み物だけではなく実務書
まで多岐にわたっており、水の世界の幅広さや奥深さを改めて知る機会となっている。水の業界を目指す就
活生にとって、知識や教養、実学の共有は重要なファクターとなる。就活への活用や知見の習得の参考とな
るよう、本紙記者の視点で水に関する書籍を数点紹介する。


